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改元記念

平成から令和へ。
奉祝・令和！

四季を愛でる日本人の感覚にふさわしい新時代が始まりました。

平成は約30年間にわたる時代の幕を閉じましたが、皆さんの胸に去来した平成の思い出は何ですか？

新時代「令和」の未来に期待を寄せながらも、今一度「平成」を振り返ってみましょう。

平
成
が
も
た
ら
し
た 

暮
ら
し
の
変
化

　
固
定
電
話
が
主
流
だ
っ
た
昭
和
を
経
て
、

ど
こ
に
で
も
持
ち
運
べ
る
「
携
帯
電
話
」
が

平
成
を
席
巻
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
代
に
は

写
真
撮
影
、
音
楽
再
生
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
能
な
ど
が
加
わ
り
、
平
成
20
年
代
に
は
、

先
進
的
な
携
帯
機
器
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

の
登
場
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
や
ア
プ
リ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

全
く
違
っ
た
情
報
活
用
ツ
ー
ル
に
進
化
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
器
は
便
利
な
反
面
、
ネ
ッ
ト

依
存
や
い
じ
め
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
一
因
に

な
る
こ
と
が
全
国
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
26
年
か
ら
中
学

生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
利
用

の
共
通
ル
ー
ル
を
制
定
し
、
全
中
学
校
で
共

有
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
携
帯
を
所
有
す
る

情
報
社
会
の
到
来

驚
き
と
喜
び
に
沸
い
た

ミ
レ
ニ
ア
ム

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
（
２
０
０
０
年
）
の
平
成
12

年
は
、
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
日
付
を

西
暦
の
下
２
桁
で
管
理
し
て
い
た
こ
と
で
、

２
０
０
０
年
を
１
９
０
０
年
と
認
識
し
て

誤
作
動
を
起
こ
す
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
の
停
止
や
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
誤
発
射
な
ど
、
様
々
な
不
安

が
世
界
中
に
広
が
り
ま
し
た
が
、
大
規
模

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
大
き
な
混

乱
は
起
き
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
年
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
祝
し
た
消

費
で
景
気
が
上
向
い
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
の
時
代
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
平
成
７
年
）
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）

な
ど
の
自
然
災
害
で
、
日
本
が
傷
つ
い
た
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
石
川
県
で
起
き
た
能

登
半
島
地
震
（
平
成
19
年
）で
は
、
小
松
は
震

度
４
の
揺
れ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
が
傷
つ
い
た
事
案
と
い
え
ば
、
ナ
ホ

ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
（
平
成
９
年
）
が
あ

り
ま
す
。
島
根
県
沖
で
ロ
シ
ア
船
籍
タ
ン
カ

ー
が
沈
没
し
、
大
量
に
流
出
し
た
重
油
が
安

宅
海
岸
に
ま
で
漂
着
し
た
こ
と
で
、
環
境
汚

染
や
漁
業
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
荒
波

の
あ
る
岩
場
で
は
船
や
機
械
に
よ
る
油
回

収
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
登
録
者
７
千
人
以
上
）
の
手
作
業
に
よ
っ

て
、
美
し
い
海
岸
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
ち
の
品
格
を
高
め
た
郷
土
愛
と
市
民
の
絆

　
同
じ
く
「
ふ
る
さ
と
」
の
た
め
に
、
力
を
尽

く
し
た
事
案
で
は
、
第
66
回
全
国
植
樹
祭
い

し
か
わ
２
０
１
５
（
平
成
27
年
）
が
あ
り
ま

す
。
全
国
か
ら
１
万
人
以
上
の
人
々
を
お
迎

え
す
る
に
あ
た
り
、
美
し
い
花
々
と
優
し
さ

に
満
ち
た
品
格
が
漂
う
ま
ち
を
目
指
し
た

「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
こ
ま
つ
」
と
「
フ
ロ
ー
ラ
ル

こ
ま
つ
」
の
取
り
組
み
が
、
開
催
の
約
１
年

前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
大
会
運
営
に
お
い
て
も
、
団
体
・

企
業
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
小
松
の
自
然
や
伝

統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き

ま
し
た
。

　
ま
さ
に
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力

は
、
高
い
市
民
力
と
絆
の
強
さ
に
あ
る
こ
と

を
如
実
に
示
し
た
大
会
と
言
え
ま
す
。

「令和」の由来・語源
万葉集の梅の花の歌三十二首の序文にある「初

春の令月にして　気淑く風和ぎ　梅は鏡前の粉

を披き　蘭は珮後の香を薫らす」から引用。こ

れまで日本の元号の由来は全て中国古典（漢籍）

でしたが、初めて日本の古典から選定。

英訳では「Beautiful Harmony＝美しい調和」。

　
昭
和
59
年
、
小
松
空
港
に
国
際
線
新
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成
し
ま
す
。
そ
の
後

の
平
成
で
は
、
国
際
線
の
定
期
便
や
国
際
貨

物
便
の
就
航
が
盛
ん
に
な
り
、
小
松
空
港
は

「
日
本
海
側
の
拠
点
空
港
」
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
官

民
を
挙
げ
た
訪
日
誘
客
の
取
り
組
み
や
平

成
25
年
に
「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
を
追
い
風
に
、
日
本
を
訪
れ
る
外

国
人
旅
行
者
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
の
観
点
で
は
、
平
成
30
年
に
新

設
さ
れ
た
公
立
小
松
大
学
に
お
い
て
「
国
際

文
化
交
流
学
部
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
２
０
２
０
年

の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
東
京
開
催
に
あ
た
り
、

小
松
は
施
設
の
充
実
ぶ
り

や
空
港
が
近
い
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
７
カ
国
（
日

本
を
含
む
）
の
カ
ヌ
ー
チ
ー

ム
の
事
前
合
宿
地
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
合
宿
滞
在
で
は
、

国
際
舞
台
で
躍
動
す
る
選

手
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や

市
民
交
流
を
通
じ
た
国
際

理
解
の
広
が
り
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
際
化
の
進
展
で

脚
光
を
浴
び
る
日
本

れいげつ　　　　　　　　  き　よ　　　　やわら　　　　　　　きょうぜん　　こ　　  

ひら　　　　　　　　 はい  ご　　  　　　　かお

中
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
意
見
を
交
わ
し
、

ネ
ッ
ト
３
カ
条
を
啓
発

ミレニアム（2000年）のJR小松駅前


